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非侵襲的ストレス評価手法『加速度脈波』のご紹介【クリニックだより No.7】 

3 月に入り、少しずつ春の兆しを肌で感じられるようになってきましたが、いかがお過ごしでしょうか。こ

の時期は、翌年度の事業に向けた準備で忙しくなりがちで、ストレスを抱えやすいのではないでしょうか。ヒ

トに精神的ストレスが加わると、ストレス適応障害がもたらされることに加え、免疫機能が低下することが示

唆されています。免疫に関連する検査方法は、以前、クリニックだより No.5 にてご紹介しておりますので、

今回は、採血を伴わない定量的ストレス評価手法の 1つである『加速度脈波』についてご紹介いたします。 

 

加速度脈波とは、血管の容積の変化を波形化した脈波を 2 回微分したものであり、本来は血液循環動態

の指標として心血管機能の指標として用いられていました 1）。加速度脈波は2回微分によって脈波の特徴が

より強調されており、交感神経・副交感神経の機能を評価できるとされる心電図測定 R-R 間隔やそのパワ

ースペクトル解析と同様の生理学的意義があることが報告されています 2-4）。一般に、交感神経優位の状態

はストレスが高く、逆に副交感神経優位の状態はストレスが低いとされています。加速度脈波のパワースペク

トル解析によって得られた低周波成分 （LF） と高周波成分 (HF) の比である LF/HF比は、交感神経優位

でストレスが高い状態では相対的に増加するため、ストレス負荷前後での LF/HF比を比較することでヒトへ

のストレスの影響を評価することが可能です 5）。近年では、指先の毛細血管中の血液含有量の推移をとらえ

る指尖容積脈波から加速度脈波を算出できる機器が開発され、仰臥位で手足にプローブなどを装着すると

いった大掛かりなものではなく、坐位のまま指先に小型機器を数分間装着するだけで加速度脈波を測定で

きるようになりました。 

オルトメディコでは、上記のような加速度脈波を用いたストレス評価を組み込んだヒト試験の受託実績が

あり、検査会場では、手洗いなどの指先の血流を低下させる恐れのある行為をする前に加速度脈検査を実

施するようスタッフ間で共有・徹底しており、加速度脈波の正確な測定ができるよう努めております。 

また、加速度脈波とは異なる非侵襲的ストレス評価手法である唾液中アミラーゼやコルチゾールなどを定

量する手法や、Profile of Mood States(POMS)検査のようなアンケートによる定性的評価手法、静脈

血を用いたストレスマーカーの解析などを組みわせた複合的なストレス評価試験のご提案も可能ですので、

「ストレスの緩和」といったキーワードを交えたヘルスクレームを持つ機能性食品の開発の際には、弊社まで

お気軽にご相談ください。 
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